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はじめに :interleukin‐6(IL‐6)は多彩な生物活性を

持ち,腫 瘍増殖にも関与 していると報告され1),また,

keratinocyteがIL‐6を産生することが報告されてい

るり。 しかし食道癌におけるIL‐6の産生活よび癌細胞

表面の IL‐6 receptor(IL‐6R)に 関する報告はみあた

らない。今回,当科にて樹立 した ヒト食道癌培養細胞ゆ

を使用 し,IL 6の 産生および IL‐6Rの 発現を検討 し

亨t i .

材料および方法 :山 田大学第 2外 科にて樹立 した,

無血清下で培養可能な,YES、1,YES‐2,YES‐3お よ

び 5%FCSに て培養可能なYES‐4,YES‐5,YES‐6の

ヒト食道癌培養細胞を用いた。 3～ 4× 106/mlの 培

養細胞上澄み中 IL‐6濃 度を IL‐6測 定キット (富士 レ

ビオ)を 用い,ELISA法 にて測定した (測定限界 :4

pg/mL),ま た,癌 細胞表面の IL‐6Rを ,anti‐human

IL‐6R monoclonal antibody(mAb)(MT18,mOuse

lgG2b)(中外製薬)を 使用 し,ABC法 にて染色 し,

mouse lgG2bを controlと した。

結果 i無血清培養で培養可能な YES‐1,YES‐2,

YES・3の 上清中 IL‐6は YES‐3の み11.3pg/mLと 測

定可能であ り,他 は測定限界以下であった。また,血

清培養 した YES‐4,YES‐5,YES‐6で は YES‐6の 上澄

みにて2060pg/mLと 高値を示 したが,他は測定限界以

下であった。さらに IL‐6Rの 染色にて,YES‐3に IL‐

6Rの 発現を認めたが(Fig,1),他の培養細胞では認め

なかった。

考察 :皮膚に存在するkeratinocyteはIL‐6を 産生

してお り,IL‐6添 加によりその増殖が促進されること

が報告されている2)。また,食道癌細胞は扁平上皮癌で

あ り,皮膚 と性状が類似していると考えられる。今回,

培養細胞の うち,2株 に IL‐6の産生を認め,同 2株 の

うち 1株が IL‐6Rが 陽性であった。このことより,IL‐6

が食道癌の局所免疫能にP//響を与えている可能性や,
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Fig .  I  Immunoperox idase s ta in ing  (ABC

method) of IL-6 receptor in human esophageal
cancer cel l  l ine (YES-3) (x1000). Control:
IgG2b, IL-6: anti-IL-6R mAb.

Control IL.6R
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IL‐6が autocrineとして癌細胞の増殖に関与 している

可能性が示唆 された.現在,進行食道癌息者の うち70%

が IL‐6測 定可能であ り検討中である.ま た IL‐6が 腫

瘍増殖に関与 しているとすれば,抗 IL‐6抗 体や抗 IL‐

6R抗 体が治療に応用 される可能性があると考 えられ

た。

最後に,anti‐IL‐6R mAbを 供与していただきました大阪
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